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全 ての年度 間の組み合 わせ において有意差 を認 め
た。 しか しF-testの結果,06と07,06と08,06
と1007と08,07と10,09と10の6通りの組 み合
わせ に は有意 差 を認 めなか った。研修 医は年間5
か ら7回 程度 スキル スラボ を使 用 していた。H-test
では有意差 は認 め られ なかった。
【結 　論 】1.毎 年,90%以 上 の 臨床 研 修 医 は,
自発 的 にス キル ス ・ラボ を使 用 して お り,ま た,
年 間1桁 の医員 が自発的 にスキル ス ・ラボ を使用
し,研 鑽 してい た ことが分 かった。
2.臨床 研修 医 のス キル ス ・ラボ を使 用時 間 は年
間14～22時間 で,年 度 毎 に,差 が あった。 な お
使 用 回数 は年間5～7回 程度 で あった。
3.各年 度 にお いて臨床 研修 プ ログ ラ ムの相 違 で
は,ス キル ス ・ラボ を使用総 時間数 に有 意差 は認
め られ なか ったが,Bプ ログ ラム前半派 遣組 が多
い傾 向 が伺 えた。
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【目　 的】本学中央棟4階 にあるスキルス ・ラボ
は,第4学 年の模型実習および臨床実習のシミュ
レーション実習で活用 されているが,さ らに臨床
研修歯科医あるいは若手医員の臨床能力のスキル
アップのために個人の自由な時間帯に特に規制す
ることな く,自 発的活用 を2006年度 から開始 し
ている。今回,2006年度 か ら2010年度 までの5
年間分のスキルス ・ラボ使用チェックリス トを資
料として,そ の実績から若干の知見を得たので報
告した。
【方　法】調査資料は,中 央棟4階 指導員室 に常
備してあるスキルス ・ラボ使用チェックリス トで
あり,5年 間で2102枚にな り,保存 されていた。
統計解析として,各 年度間の使用総時間数の総当
たり比較をMann-Whitney　U-testを行った。分
散の比較 としてF-testも実施 した。 また臨床研
修医1人 あた りの使用総回数を調査 し,さ らに各
年度において本院の臨床研修プログラム問の使用
総時間数をKruskal　wallis　H-testを用いて比較
した。
【結　果】2006年度か ら2010年度 までのスキル
スラボ使用者数 として研修医は毎年 ほぼ90%以
上の使用率で,医 員は毎年1桁 の使用者がいた。
臨床研修医1人 あたりの使用総時間数は平均値で,
2006年度が11.62時間で最小であ り,2010年度の
22.14時間が最大 であった。 また,解 析の結果,
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